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 １ 

はじめに 

東京都は、進展する ICT などの情報技術の活用と併せ、蓄積された様々なデータを使うこと

で、都市づくりのデジタルトランスフォーメーションとともに、デジタルの力で東京のポテンシ

ャルを引き出す「スマート東京」の実現を図ることとしている。建物や道路などを仮想空間上に

再現する、いわゆる都市のデジタルツインの基盤となる「都市の 3D デジタルマップ」の実装に

向けた取組みを開始した。 

本書は、都市の 3D デジタルマップ整備・運用要件定義書の一部として、3D デジタルマップ

のデータ製品仕様を示すものである。 

なお、本書の策定にあたっては、3D デジタルマップの流通及びソフトウェア等での取扱いを

促進する観点から、独自に仕様を定めるのではなく、既に普及している標準仕様を採用すること

を方針とした。採用した標準仕様は下記のとおりである。特に、内閣府「Data Encoding 

Specification of i-Urban Revitalization -Urban Planning ADE- (i-UR)」、国土交通省都市局「3D

都市モデル技術文書－Part1: 3D 都市モデルのための標準製品仕様」は、都市の 3D デジタルマ

ップの思想と一致することから、本データ製品仕様のベースとして使用するものとする。 

元とする標準仕様 概要 

CityGML 地理空間データに関する標準化団体である Open Geospatial 

Consortium（OGC）が策定した 3D 都市モデルのためのオー

プンデータモデル及びデータ形式の国際標準 

Data Encoding Specification 

of i-Urban Revitalization -

Urban Planning ADE- (i-UR) 

内閣府地方創生推進局が、CityGML の規則に基づき都市再生

に必要なデータを拡張した Application Domain Extension

（ADE） 

3D 都市モデル技術文書－

Part1: 3D都市モデルのための

標準製品仕様（UDX） 

国土交通省都市局が、i-UR をもとに、主に都市計画行政にお

いて必要となるデータ項目を抽出・整理した3D都市モデル仕

様 

3 次元屋内地理空間情報デー

タ仕様書 

国土地理院が、IFC に基づき屋内地理空間情報（LOD3、

LOD4）に必要なデータを抽出・整理した国内データ仕様 

IndoorGML OGC が策定した屋内ナビゲーションのためのデータモデル及

びデータ形式の国際標準 

CityGML UtilityNetworkADE ベルリン工科大学が、CityGML の規則に基づき地下埋設物に

必要なデータを拡張した ADE 

CityGML LandInfraADE OGC. Land and Infrastructure Conceptual Model Standard 

 


